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2023年度「国際交流基金地球市民賞」受賞団体決定 
特定非営利活動法人WELgee（東京都渋谷区） 

社会福祉法人 国際視覚障害者援護協会（IAVI）（東京都板橋区） 

特定非営利活動法人 ABC ジャパン（神奈川県横浜市） 

 

国際交流基金（JF）は、1985 年より国際文化交流を通じて日本と海外の市民同士の結びつきや連携を深め、

知恵やアイディア・情報を交換し、ともに考える団体に対して「国際交流基金地球市民賞」（以下「地球市民賞」）を

贈呈しています。（地球市民賞とこれまでの受賞団体につきましては公式ウェブサイトをご参照ください 。 

https://www.jpf.go.jp/j/about/citizen/index.html） 

このたび、第 39 回となる 2023 年度の受賞団体に、応募総数 78 件から、特定非営利活動法人 WELgee（東

京都渋谷区）、社会福祉法人 国際視覚障害者援護協会（IAVI）（東京都板橋区）、特定非営利活動法人

ABCジャパン（神奈川県横浜市）の 3団体が決定しましたので、お知らせします。 

なお、2 月 21 日、都内にて授賞式を開催しますので、別途ご取材に関する詳細を案内いたします。何卒よろしくお願

い申し上げます。 

記 

2023 年度授賞団体 

■特定非営利活動法人WELgee 
＜難民が未来をデザインできる社会を切り拓く＞ 

東京都渋谷区、代表：渡部カンコロンゴ清花（代表理事） 

 

■社会福祉法人 国際視覚障害者援護協会（IAVI） 
＜視覚障がいのある若者の日本の盲学校留学を支援＞ 

東京都板橋区、代表：石渡博明（理事長） 

 

■特定非営利活動法人 ABC ジャパン 
＜「当事者」としての伴走支援と、「鶴見人」としての地域に開かれた関係づくり＞ 

神奈川県横浜市、代表：安富祖美智江（理事長） 

※次頁以降に、受賞団体の略歴や授賞理由などの詳細を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

以上 

■国際交流基金について（http://www.jpf.go.jp/j/index.html） 

国際交流基金は世界の全地域において、総合的に国際文化交流事業を実施する日本で唯一の専門機関です。

1972 年に外務省所管の特殊法人として設立され、2003 年 10 月１日に独立行政法人となりました。海外に 25 か

国・26 の拠点を持ち、「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐくむ」をミッションに掲げ、世界の人々と日本の人々の

間でお互いの理解を深めるため、さまざまな企画や情報提供を通じて人と人との交流をつくりだしています。  
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2023年度「国際交流基金地球市民賞」受賞団体 

 

■特定非営利活動法人WELgee 
【所在地】東京都渋谷区恵比寿四丁目 20 番 3 号恵比寿ガーデンプレイスタワー27 階 

株式会社デジサーチアンドアドバタイジング内「COEBI」 

【設立】2016 年（2018 年法人化） 

【代表者】渡部カンコロンゴ清花（代表理事） 

【ウェブサイト】https://www.welgee.jp/ 

 

＜授賞理由＞ 

NPO 法人 WELgee は、日本にやってくる難民のキャリアや人生の目標に基づく教育プログラムを提供し、雇用企

業とのマッチングや就労後の伴走支援を通じて、誰もが未来を描ける日本をめざした活動を行っている。これまでに

400 人以上の難民に伴走し、20 人が専門性を活かした仕事に就いている。活動は就職支援に留まらず、難民経

験者が講師を務める企業との連携研修や SDGs をテーマにした座談会などを通じて、難民のキャリアアップと国際理

解の促進にも新たな挑戦を行っている。WELgee のアプローチは難民支援のみならず、在留外国人支援や国際理

解活動においても示唆に富むものである。 

 

＜受賞コメント＞ 

「難民問題」は、どうしても、国連や各国政府、弁護士や支援団体にしか手が出せない専門的な領域のような 

気がするかもしれません。しかし実は、既存の社会のアクターが、彼ら彼女らと社会の接点を提供する、そして新た

な価値を共に作り出すことで、人生の選択肢をいくつも増やしていくことが可能なのです。今回の受賞が、日本で頑

張る彼らの存在や WELgee の活動を新しく知ってくださる方々と繋がっていく機会になったら嬉しいです。 
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■社会福祉法人 国際視覚障害者援護協会（IAVI） 
【所在地】 東京都板橋区蓮沼町 20-18 

【代表者】 石渡博明 

【設立】 1971 年  

【ウェブサイト】 https://iavi.jp/ 

 

＜授賞理由＞ 

国際視覚障害者援護協会（IAVI）は、アジアをはじめとする発展途上国から視覚障がいのある若者たちを日本に

招き、盲学校への留学支援を通して、あん摩マッサージや鍼灸の職能を身に着ける手助けとなる活動を続けてきている。

団体創設 52 年の間に 19 か国・地域から 89 名の留学生を日本に受け入れ、自立や社会参加が困難な国々の視

覚障がい者に対して、未来を切り拓くきっかけを提供するとともに、発展途上国の障がい者理解の増進にも貢献してきた。

留学生たちは帰国後、盲人協会の会長となり母国の障害者福祉のリーダーとして社会に貢献する例もみられ、視覚障

がいのある若者たちの自立や社会参加を後押しし続けている。 

 

＜受賞コメント＞ 

本賞には、これまでも自薦で何回か応募してきましたが、いずれも落選で、今回こうして受賞できたことは本当に嬉しい

限りです。関係者の皆様方には、心から感謝いたします。何よりも、日本での経験を元に自立・社会参加を果たし、日

本との懸け橋となって活躍している元留学生の皆さん、これまで援護協会を支えてくださった会員やボランテアの皆さんと、

感動を分かち合うと共に、この受賞を大きなステップにして、前進していく決意です。ありがとうございました。  
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特定非営利活動法人 ABC ジャパン 
【所在地】 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央 4-7-15 ラ カンパーナキソヤ 302  

【設立】 2000 年（2006 年法人化）  

【代表者】 安富祖 美智江（理事長） 

【ウェブサイト】 https://www.abcjapan.org/ 

 

＜授賞理由＞ 

   日系ブラジル人当事者によって設立された ABC ジャパンは、神奈川県鶴見区を中心に、教育・進学・就労等、

外国人住人の人生に寄り添った幅広い支援を行ってきた。また、ルーツ国の文化を学び、紹介する機会を子どもたち

に提供し、彼らが誇りを持てるよう後押し。こうした環境で育った卒業生が、現在社会の担い手として活躍しつつある。

各種事業では学校や行政と連携し、「共に鶴見に暮らす住人（鶴見人）」という共通点で、地域とオープンな関係

性を築いてきた。在住外国人自らが地域の中で積極的に活動する同団体の取り組みは、「日本人が外国人を支援

する」という従来の関係性を超えるものであり、今後他地域のモデルとなることが期待される。 

 

＜受賞コメント＞ 

 この度は素晴らしい賞をいただき、ありがとうございます。 今回の受賞は、私たち ABC ジャパンのスタッフ一同にとって、

23 年にわたる外国人支援活動を評価していただいたものであり、引き続き外国人市民と日本人市民の共生に貢献し

ていくモチベーションを高めてくれるものです。これまでの取り組みを継続していくために、若い世代を支援し、信じ、そして、

私たちのノウハウとともに外国につながる子どもへの教育支援の重要性を伝えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央：鶴見区マスコット「ワッくん」 


